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第4回地質調査所研究講演会

｢惑星地質とリモｰトセンシング｣

のアンケｰトから

昨年6月16目に東京･赤坂の三会堂ビル石垣記

念ホｰルで第4回地質調査所研究講演会r惑星地

質とリモｰトセンシング｣が開催された.この講演

会は毎年2回開かれている恒例の行事で,当日は

民間企業や国立研究所,官庁関係,そして各地の大

学からおよそ200名に及ぶ多数の参加者があった.

当日の講演内容は以下の通り.

鐙特別講演

｢日本の惑星探査計画の現状と将来｣

文部省宇宙科学研究所惑星研究系教授

鰹特別講演

｢宇宙資源

水谷仁

一地球外惑星における水の存在とその意義｣

文部省名古屋大学理学部教授

騒講演

｢地球と惑星のリモｰトセンシング｣

地質調査所国際協力室

鰯講演

｢同位体から見た太陽系年代史｣

地質調査所地殻化学都

(現:東京工業大学理学部)

鰯講演

田中剛

山口靖

平田岳史

｢リモｰトセンシングによる惑星地質学｣

地質調査所地質1青報センタｰ中野司

1994年1月号

特別講演を行った宇宙科学研究所の水谷仁教授

は,我が国が1996.1997年に打上げを予定している

火星探査｢PLANET･B｣計画や月探査｢LUN-

AR･A｣計画の内容を詳しく紹介し,我が国の宇

宙開発がいよいよ目前に迫りつつあることを示し

た.名古屋大学の田中剛教授や地質調査所研究者

の講演については本特集号で詳しく紹介されている.

講演会の終了後に集計した参加者のアンケｰトに

は,｢本講演会を聴講して初めて日本でも惑星探査

計画を前向きに考えていることを知り大変興味深か

った(学生)｣,r地球で成されてきた地質に関するデ

ｰタ解析の技術が,今後,惑星探査に利用されてい

く様子が具体例を通して良く理解できた(大学院

生)｣,r地質調査所が常に新技術に意識的に取り組

む姿勢を今後も続けて欲しい(会社員)｣,｢基礎研究

は個人的に進んでしまいがち.実用面を含めて,社

会的二一ズを考慮しつつ先導･先駆的な研究をお願

いしたい(会社員)｣,｢地質調査メｰカｰが手伝える

部分を積極的に相談してもらい,研究開発に擁力し

たい.衛星を利用した探査をもっとやって欲しい

(メｰカｰ･会社員)｣,｢惑星地質のデｰタを地調で

も整備して広く誰でも容易に利用できるように情報

提供の体制を整えて欲しい(学生･会社員)｣,｢タイ

ムリｰな企画だった.一層のPRが必要だ(財団職

員)｣などの意見が寄せられていた.

今後の地質調査所における研究の方向や方法を検

討する上に,これらの意見を参考にしていきたい.

(研究発表会運営委員会:小玉喜三郎)�


